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① 大豆を一晩うるかします。 ② やわらかくなるまで煮ます。 ③ 粗熱を取ります。

④ 麹と塩を混ぜ合わせてます。 ⑤ チョッパーから容器へ移し

ます。

⑥ 形を整え、昆布を敷き詰

め、重しを載せたら完成。

2月1日(金)、16日(土)の2回、とかちプラザ

４階・調理室において、「みそづくり講習会」を

開催しました。

毎年大変好評をいただいている講習会ですが、

２回の開催で協会会員24名、一般参加者16名の

参加があり、清川町で農業をされている講師の佐

藤淑子さんの指導で、手作りのみそづくりにチャ

レンジしました。講習会の後、3名の方が新規入

会されました。

みそづくりの工程

半年後の出来上がり

を楽しみに待ちます。
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(動く講座第２弾)

おびひろ消協だより「ささやき」

「釧路消費者協会との交流会」実施報告

日本製紙株式会社釧路工場の様子

交流会の後は、新鮮で、安全・安心なものが揃っている和商市場で、名物・勝手丼の昼食

に舌鼓を打ちました。

その後、環境保全・省資源を実践している現場の訪問として、日本製紙株式会社釧路工場

を見学しました。

日本で初めての塩素を使わないパルプ漂白方法の導入やISO14001の取得など環境へ十分

配慮した同工場では、１日に１８００ｔの古紙が、古紙パルプ高配合に関しての高い技術力

をもって大量の新聞用紙として生産されているとのことで、参加者はその施設の内容のすご

さに感嘆しきりでした。

工場を案内していただいた担当の相沢さんは、元日本製紙クレインズの監督で、チームの

廃止を残念がっており、何とかチームが存続して欲しいとの思いが伝わってきました。

１月25日（金）午前11時から、釧路市役所防

災庁舎5階会議室において、釧路消費者協会の皆さ

んとの交流会を実施しました。

近いようでなかなか訪れる機会が少ない釧路市で

すが、今回、動く講座と併せての釧路市への訪問

となりました。北海道消費者協会の会長でもある

釧路消費者協会畠山京子会長はじめ１０名の釧路

協会の理事の皆さんと帯広消費者協会からの参加

者１８名で交流、情報交換を行いました。

都市の規模がほぼ同じで、協会の設立時期も１年

違いという両協会が抱える課題には共通した点も多

く、今後の活動の参考となる点が見出された充実し

た交流会でした。

参加した会員からは、もっと交流の時間が欲しかっ

たとの声もあり、今後の交流の機会も期待されると

ころです。
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平成３０年度　「地域消費者問題懇談会」に参加しました。

おびひろ消協だより「ささやき」

平成３０年度　小中学校教員向け消費者教育講座を開催しました。

講師には、一般社団法人北海道消費者協会・教育啓発グループ主幹の道高真理氏をお迎

えし、「インターネット依存は“ゲーム障害”という名の精神障害」をテーマに、スマホ

等によるネットの長時間利用による身体への影響や予防対策などについて、ご講演をいた

だきました。

1月9日（水）午後1時30分から、帯広市役所

において「小中学校教員向け消費者教育講座」を

開催しました。

主に市内小中学校の「消費者教育」を担当する

教職員を対象に、昨年と同じく帯広市教育研究所

が開催する「冬季教員研修講座」との連携による

同講座のひとつとして実施し、62名の教職員の皆

さんが参加されました。

講師のお話は分かりやすく、所々で短時間のグ

ループ討議を入れるなどして講演が進められました。

参加した学校の多くが複数名で参加され、中学生

の多くがスマホを所持しているなか、小学校での所

持やオンラインゲーム、LINEなどインターネット

との関わり方と影響などに対する参加者の皆さんの

関心の高さがうかがえました。

十勝管内から参加された、当協会の参加者17名を含む各消費

者協会、行政関係者47名の皆さんは、講師のお話を熱心に聞き

入り、メモを取っていました。

地球温暖化の最新の情報とともに、①これまでの気候・これからの気候、②未来の私たち

の暮らし、③私たちが今できることについてお話をいただき、未来の地球を守るために、私

たちが何をするべきなのかを、動画や参加者同士の意見交換などを交えて、一緒に考える時

間となりました。

2月8日（金）午後2時から、とかちプラザ講

習室402において、十勝消費者協会連合会主催

の平成30年度「地域消費者問題懇談会」に参加

しました。今回のテーマは「『地球環境』（地球

温暖化）について」で、気象予報士のほか、防災

士・北海道地域防災マスター・地球温暖化防止コ

ミュニケーターなどの資格をお持ちの高桑衣佳氏

を講師に開催されました。
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平成30年度「班長会議」を開催しました。

おびひろ消協だより「ささやき」

「帯広測候所見学会」に行ってきました。【調査部】

１月12日(土)、最近の異常気象と環境問題等の

観点から見学をいたしました。

観測測器（雨量計風向風速計・積雪深計・熱映

像装置など）を実際に体験し、どのように計測等

が行われているかが分かりました。実験装置（液

状化の起こる仕組み・竜巻発生・ダジックアー

ス・地震発生等）では楽しく学ぶことができまし

た。

１月22日（火）午後1時30分から、当協会第3相談室において、各部からのオブザーバー

参加者を加え、10名で開催されました。

班活動の状況が報告された後、高齢化による活動の低下などの現状に対して、活性化のた

めの方策が模索され、多くの意見が出されました。

また、実際の被害状況等のパネル展示やお天気

クイズ（大人向け・子供向け）をパソコンで回答

するコーナーもあり、現業室の仕事風景の見学で

は、日々の気象情報が発信されている様子が分か

りました。

緊急地震速報の「警報」・「予報」、津波警

報・注意報、地震情報、洪水警報・注意報、竜巻

注意情報等の多くの防災情報を理解して防災と減

災のために大変勉強になりました。

班長会議のあり方としては、班の形はなくさずに、情

報を共有する勉強会として、当日の参加メンバーによる

班を立ち上げることになりました。

会議の中で、新たなグループとして、「きさらぎ会」

が班登録申請されました。
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平均

今　月 87.48 101.00 92.04 今　月 133.00 147.00 138.45

おびひろ消協だより「ささやき」

日　時　　平成３１年４月２６日(金)　１０：００～１１：３０

場　所　　とかちプラザ２階　視聴覚室

テーマ　　気をつけよう！あなたをねらう悪質商法

　　　　　　　　　～消費者トラブル最前線から～

講　師　　一般社団法人　帯広消費者協会

　　　　　　消費生活相談員　坪　沙代

申込先　　帯広市市民活動部安心安全推進課まで ☎ 65-4132

灯油（１㍑当たり）8店 ガソリン(１㍑当たり)　11店

帯広市消費生活アドバイスセンター　消費生活展示コーナー

最低 最高 平均 最低 最高

平均

147.00 134.82

プロパンガス（メーター買い）４店

１㎥当たり ５㎥当たり １０㎥当たり

最低 最高 平均

前　月 87.48 101.00 92.93 前　月

最低 最高 平均

128.00

最低 最高

1,711.55 2,891.00 2,238.39 4,358.72 5,815.00

●テーマ

　　「事前に知って、あるある“住居賃貸のトラブル”」

●展示期間

　　平成３１年４月まで

●展示内容

　・はじめての一人暮らし～部屋探しから退去するまで～

　・「原状回復」をきちんと知る！

　・事例

4,809.56 7,188.00 9,471.00 7,801.68

4,799.43 7,176.71 9,471.00 7,781.43

前　月 1,719.65 2,891.00 2,285.41 4,399.22 5,815.00

今　月

購入日

平成31年2月中旬～

平成31年3月5日まで
単位：円（小数点以下銭）

平成３１年度 帯広市消費者講座のお知らせ

トラブルの事例 原状回復の事例

「消費者庁イラスト集より」

「消費者庁イラスト集より」
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Ｑ

Ａ

https://www.ipa.go.jp/index.html

平成31年1月・2月相談件数 　協賛団体のご紹介（平成31年2月現在）

帯広市消費生活アドバイスセンター

（0155）22-8393室

偽警告の画面は、簡単に画面が消せなかったり警告音がなり続けたり

と利用者の不安をあおります。あわてて記載されている番号に電話をか

け業者の指示通りにしていたところ、「ウイルス駆除料金」「セキュリ

ティソフト料金」等の名目で代金を請求されたというケースが多く見ら

れます。

談相

パソコンに突然表示される偽警告に注意！

累計件数

（4月～2月）

１，３６７ 件

1月

１０５ 件

当協会の目的と活動にご協賛いただいている協賛団体の方々です。

● 来海有起税理士事務所

● 帯広地方卸売市場株式会社

● 株式会社ズコーシャ

● ALSOK北海道株式会社 帯広支社

● 株式会社帯広ジャパン

● 宮坂建設工業株式会社

● 東洋印刷株式会社

● ㈱オカモトホールディングス

パソコンに「システム警告」という表示が出て画面を閉じることができなくなった。

無料のサポート窓口の電話番号が記載されていたので電話をした。片言の日本語を話す

相手が遠隔操作で作業したのちウイルス駆除料金として３万５千円を請求された。「無

料と書いてあったので電話をした。代金を支払うつもりはない」と伝えて電話を切った

が今後代金を請求されることはないか。

偽警告の手口や画面の消し方、遠隔操作について対処法などパソコンの詳しい操作方

法はIPA（(独)情報処理推進機構）のホームページで見ることができます。

2月

１０２ 件

「消費者庁イラスト集より」

今回のケースでは契約の合意がないので支払義務はないと

思われますが、事業者は契約が成立していると請求を続ける

可能性もあります。

相談者には何度も請求が来る場合には再度相談をするよう

伝えましたがその後請求はありませんでした。すでにクレ

ジットカードなどで代金を支払ってしまった場合などは、ク

レジット会社への連絡も必要となってきます。トラブルに

あった場合は、居住地の消費者センターにご相談ください。
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